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Ⅰ 緒 R

前報 (′58)において,放射性同位元素 P32を注射 した雄鶏の血液に現われる放射能の消

長について報告 し,その場合 P32注射後血液の放射能は急速に増加 し,5-9日にして高値

に達 し,その後 9-16日間に亘ってその高値が継続 して平衡状態にあり,また P32注射後

9-16日にて屠殺 した時の測定では血液の放射能は主に血球によるものであるという結果を

言己した ｡

この様な雄鶏の各組織における放射能の値について,∵応の測定を行ったので前報の実験

鶏並びにその後行われた実験鶏も加えてここに報告 したい｡

尚,これ等の実験鶏はすべて他の目的,即ち屠殺 して寿都夜を採取するための実験に用いら

れたものであるO

この研究に終始御懇篤なる指導を賜った農博三村一教授に深甚なる謝意を表する｡

ⅠⅠ 実験材料及び方法

この実験には本学畜産学教室にて飼養せるWhiteLeghorn種 13羽とBarredPlymouth

Rock種 3羽合計 16羽の成鶏姓を用いた｡実験は前報に報告 した A･B.C･D の 4回の実

験の他に 1956年の 11月 (実駿 E)と 1958年の 7月 (実験 F)9月 (実験 G)及び 11

月 (実験 H)の 4回が加えられ,合計 8回の実験が各回 2羽の籍について行われた｡

実験報の飼養並びに P33の皮下注射,その他実験操作は前報とほぼ同様に行われた｡実験

冥封土P32注射後他の実験目的のため 9-20日にして放血屠殺を行い,その屠体から直ちに

試料の採取を行った｡ この試料採取は各組織,肺臓 ･心臓 (心筋)･肝臓 ･鯛臓 ･降職 ･腎

臓 ･串丸 ･腔骨 ･荘骨骨髄 ･筋肉 Ⅰ(P32皮下注射部位の大胸筋)･筋肉 ⅠⅠ(大胸筋)･血液 ･

精液及び胆汁について行った｡血液は前報と同様に,精液及び胆汁はこれ等に準 じて操作 し

放射能の測定を行った｡他の組織については,まず左右相称に存在するものはすべて左側の

組織を採った｡試料は 3-20mgm を目標にして採 り,これを科研製試料皿に移 し,可及的

均等化する様に細切 して拡げ,灰化などの方法によらず,新鮮物として秤量し,そのまま赤

外線ランプで乾燥 し,放射能の測定を行う便法によった｡

放射能測定には科研製放射線計数器 (2S-Pl)を使用 した｡実験中放射線標準源線などに

よる此戟測定は行わなかった｡

測定 し得た数値は P321mcを注射 したものとして換算した｡各組織 lgm 当り,又液体

組織については 1cc当りの C･p･m･をもって表わ し,Decay補正のみを行ったものを表示
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することにした｡

前報の実験鶏にその後加えられた実験鶏の個体番号と P32注射量とを一括表示すれば第 1

表の通 りである｡

Table1.Generalproceduresforthebirds.

Note:P･RリBarredPlymouthRock.W.L.,WhiteLeghorn.

* onthedayofinjectionofP32.

ⅠⅠⅠ 実 験 結 果

実験期間中は毎日実験鶏の体重を秤量 した｡その経過をみるに期間中に著 しい 変化はな

く,また剖検においても諸器官に異常を認めなかったが,その他の病理学的の検索は行わな

かった｡

P32皮下注射 9-20日後に各鶏を屠殺 し,各組織の放射能を測定 した結果は第 2表の通

りである｡各回実験の 2羽の成績は相互に概 して相似的な値を示 したので毎回 2羽 1組の

平均値を以って表わした｡

また実験鶏 16羽の各組織の放射能の平均値は第 1図の如 くである0

図によって各組織の平均放射能をみるとき,平均値の高い順に従って4群が分けられる｡

即ち第 1群は,筋肉 I即ち P32皮下注射部位大胸筋,第 2群は,降職 ･腰骨 ･畢丸,第 3

群は,胸膜 ･肝臓 ･筋肉 II即ち非注射部位の大胸筋 ･心筋 ･腎臓 ･肺臓 ･骨髄,第 4群は,

血液 ･精液及び胆汁である｡別に5回に捗って排腸筋についても測定を行ったが筋肉 ⅠⅠ(大
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Fig.1 Averagevaluesfortheradioactivityofthetissues.

Table2.RadioactlVltyOfthetissues.

(C.p.mノgm,or,C.p.mノcc)

Note･. *Muscleatthelocalityofinjection. **Uninjectedmuscle(i.C.control)
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胸筋)と結果は差異がなかった｡

第 1群は,注射部位の筋肉ただ一種であるが,この放射能は注射部位だけあってその平均

値において非常に高値を示 し,第 2群の最も高い値を示す降職の約9倍となった｡第 2群で

は,停職が放射能の平均値において最も高値で腰骨 ･畢丸の順に低位を示 した0第 3群では,

各組織の放射能の平均値は略同 じレベルで大差がない｡第 4群で血液 ･精液及び胆汁の放射

能は他の組織より低値である結果となった｡

ⅠⅤ 考 察

実験鶏の放射能による障害について考察するに, P32注射後屠殺迄の実験期間中の体重に

は大きな 変動がなく, 剖検の 肉眼観察においても諸器官に異常を認めな か っ た｡ また

SHIRLEY (′54a)は P32を雌鶏に 6mc注射しても産卵するものがあると報告 し,実別ま放

射能に対 して抵抗力があることを述べているが, しか し松岡等 (′58)は体重 300-400gm

の中雛に P32I-10FLC/gを注射 して血色素量 ･-マ トクリット倍の測定等病理学的検索に

おいて各種の障害を観察 している｡著者の行った実験では,この検索を欠除するので放射能

による障害は不明である｡

実験操作について一考するに,本実験において放射線計数器の更正定数は求められなかっ

たOまた此軟的微量の組笛を新鮮物のままで採 り,化学天秤で秤量 した試料採取法には秤量

誤差が此故的多いものと考えられる｡従ってこの様な測定法をとった本実験では, P32注射

鶏における組織の放射能値について,ただ概括的な傾向を把握する程度 しか期待出来ないも

のと考察される｡

この P32注射鶏の各組織の放射能値を,測定の結果によって一応の考察を進めてみると,

武田 (′55)は,成鶏雄において P32注射後9日及び 14日における各器官組織の放射能は骨

において最高値を示 し,以下大胸筋 ･降職 ･宰丸の順で低下 したが,いずれも血液より高値

を示すと報告 し,また SHIRLEY は P32を注射 し,究死 した鶏の組織について,その放射能

は骨が最高値をとり,以下胸筋 ･卵巣 ･消化管組織 ･肝臓 ･卵管 (卵白分泌部)･皮膚 ･祉 ･

脳 ･腎臓 ･肺臓 ･降職の順に低下 し肺臓は測定組織中最低であったと報告 している｡

著者の成鶏雄において P32皮下注射後 9-20日における各組織の放射能測定値は,第 1

群で筋肉 Ⅰ (P32注射部大胸筋)が最高値であり,第 2群で停職 ･骨 ･畢丸が高値を示 した｡

骨及び宰丸の高値であることは上記 2氏の結果と同様である｡ しか し筋肉 ⅠⅠ(大胸筋)につ

いては上記 2氏の言うところと異なる結果となった｡停職については武田の結果と同様であ

るが SHIRLEY の成績とは著 しく異なる｡ しかし著者のこの実験においては,各組織の放射

能測定値によって,組織間に厳然たる順位を決めることは妥当を欠 くゆえ,ただ傾向として

前二者の成績に一致するものと考察 したい｡

P32注射部大胸筋が対照の非注射部大胸筋, 更に同様の排膿筋に比べ著 しく高値を示すこ

とは,注射された P32が急激に血液に吸収され全身の各組織に移行 し平衡状態に達 し,その

後時間の経過と共に体外に排推される (武田)が,注射後 9-20日後においても尚, P32は

この部位に高値で残存することを意味する｡ 小山等 (′55)は実験小動物に P32を皮下注射

し,該部のラジオオ- tグラフによって P32の分布を検 したが, 注射後8日にして尚, P32

は注射部皮下結合組織内に認められたことを報告 している｡

著者の実験鶏の骨において高値を示すことは P32を用いた永山等 (′54)のマウス,加藤
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(′55)或は BHATTACHARP(′53)のラッテによる実験,更に SHIRLEY或は武田の籍にお

ける実験においても同 じ結果を得ている｡

障臓の放射能が高いことは,障液としての外分泌,或は内分泌の機能が旺盛なことによる

ものと考えられる｡また軍丸が高値を示す事は,精子生成或は内分泌の器管であり,細胞分

裂の盛んな箇所であることが P32 による放射能の高値となった一つの原因と考察 したい｡

肝臓の放射能については,SHIRLEY(′54b)は鶏で注射後 2時間で最高値に達 し,10-21

日後にはその 1/17の値になると報告 している｡著者の実験で此故的低値を示 したことはそ

の高値を経過 し低下を続けている過程にあたるものと推察される｡

著者はこの実験において P32皮下注射籍の各組織の放射能値によって各組織を4群に大別

し,大方の傾向を窺ったに過ぎないが,この種の P32を用いた実験,例えば野崎等 (′59)の

研究の如 く最近の報告は多 くは燐分割など精密な化学的研究にまで発展 しているけれど,本

実験は他の実験目的もあってこれ等の厳密な操作を行い得なかった｡今後において実験を整

備 し,放射能障害 ･燐代謝の検討など実施 したい｡

Ⅴ 摘 要

1. 成鶏姓の皮下-放射性同位元素 P32を注射 して 9-20日後,各組織にあらわれる放

射能を測定 した｡

2. この実験のために鶏 16羽が用いられ,毎回2羽づつ8回の実験がなされた｡

3. 測定 し得た各組織の放射能をその平均値について高値のものから順序に並べるとき,

それは4群に分類することができた｡

4. 第 1群は注射部位の筋肉即ち大胸筋唯 1種であって,その放射能は極めて高値であっ

た｡第 2群には障脹 ･腰骨及び撃丸が属 し,一応その順位で第 3群より高値を示 した｡第 3

群には肺臓 ･肝臓 ･非注射部位の大胸筋 ･心筋 ･腎臓 ･肺臓並びに骨髄が属 し,これ等各組

織は相互にかなり近い放射能値を示 した｡第 4群には血液 ･精液及び胆汁などが属 し,他の

組織よりもその放射能は低値であった｡

5. 本実験は予備的に実施され,各組織の放射能について概括的傾向を把捉する程度にと

どめた｡
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Summary

Thisisapreliminaryexperiment･A doseor2.0-4.0mcortheradioisotopeP32

wasadministered perspecimenorthedomesticfわwlandsuccessivereadingorthe

radioactlVltyWasmade9-20dayafterthetreatment･

Sixteenspecimentsreferabletotworacesofcock,WhiteLeghornandBarred

PlymouthRock,Wereexaminedtwoatatime･TheradioactivityWascomputedin

termsor1mcorinjectedP32andlistedinunitorcpm (countsperminute)per1gm

ofsolidtissuesorperIccoffluidones,Correctionbeingdoneforthedecayonly.

Thearrangementortheaveragevaluesf♭rtheradioactlVltyOrthetissuesin

descendingordernecessitatesgradingthem intothefblloWlngfわurclasses:-ClassA

immenselyexceedstheothers･ Onlyonecasecomeunderit:themuscleatthe

localityortheinjection,VIZ,muSCuluspectoralismaJOr･ClassBincludespancreas,
tibiaandtestis･ClassC consistsofspleen,liver,uninjected(i･e･,control)musculus

pectoralismajor,heartmuscle,kidney,lungandbonemarrow (oftibia)IClassD

comprizesblood,semenandbile.


